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岸 孝（関東支部運営委員　株式会社プレイスメディア）
E-mail：ss.jila.kanto@gmail.com

テーマ

応募資格・条件

目的

主催： 公益社団法人 日本造園学会関東支部　後援：千葉県多古町
協賛：  一般社団法人 ランドスケープアーキテクト連盟（JLAU）、A&A、オンサイト計画設計事務所、グラック、戸田芳樹風景計画 、日建設計、パシフィックコンサルタンツ、ヒュマス、プレイスメディア、
 プラットデザイン、三菱地所設計、（株）ランドスケープデザイン、ランドスケープ・プラス 

大学　学部生・大学院生・研究生（学校・学部・学年・居住地域は問いません）
◎ キックオフミーティング・ワークショップ・支部大会に出席できる学生。
◎ ワークショップ期間で関東支部大会に向けた必要資料は一通り完成させ、ワークショップ後は各グループで必要に応じて微修正の作業イメージ。
◎ また、各グループより希望者を募って有志チームをつくり、まとめ本の編集作業を行う。発行する冊子に編集メンバーとして名前を記載する。

｜参加費｜ 3,000円／人
｜定　員｜ 30名
※ コアワーキングDAY 1は、多古町での宿泊を予定。
 宿泊費用は自己負担
※ 各回ミーティング会場までの交通費は実費
※ 食費は実費  

｜申し込み先｜
下記の造園学会関東支部HPより
https://www.kanto.jila-zouen.org/designws/designws-index.htm

「 下記の情報とレポートを
 Googleフォーム（QRコードよりアクセス）にて担当事務局へ送付 」
1） 学校・学部・学年・氏名・Eメールアドレス（PC用が望ましい）

2） 以下に対する意見レポートをPDFデータにて提出（a：500字程度　b：200字程度）
a. 今回のテーマに対するアイデア　b. 学生デザインワークショップへの参加動機

3） 各自の得意分野、興味ある分野のアピール（自由になるべく多く書く）
ex） プレゼン資料作成スキル（手書きスケッチのスキル、CAD・フォトショップ・イラストレーターなどのソフトを使いこなすスキル）、
 コンセプトやストーリー立案スキル、ワークショップでのファシリテーション能力、植物、生態学、観光、スポーツ など

千葉県の北東部に位置し、豊かな自然環境と田園
風景が広がる多古町。
豊富な“水”と肥沃な“土”によりもたらされる多古
米が有名ですが、“空”の玄関口＝成田空港の東側
に隣接し、世界に一番近い日本の田舎でもあります。

他の市町村と同様に人口減少と少子高齢化が進む
一方、子育て支援の施策により移住者も多く、また、
コロナ禍や新たな生活様式により、二拠点居住など
でも注目されています。
近年では、町の中心部の多古台において、移住者
の受け入れや子育て支援を目的とした開発が進め
られており、バスターミナルを中心として、戸建て
や商業施設の開発、大型の子育て支援施設などが
整備されています。

過去に幾多の紆余曲折を経て建設された成田空港
は、2029年完成を目指した空港機能の拡張化計画
が進められており、同時に圏央道の整備も行われ
ています。多古町ではこれを契機として、町への新
たな人口流入や産業誘致等の波及効果を期待し、
地域と空港の発展による好循環を目指した地域づく
りが検討されています。

そこで、2022年のサマスタは、成田空港の機能
強化による様々な開発や影響を受け、岐路に立つ
多古町において、“水（雨・地下水・川・海）と土（地
形・水田・畑）と空（空港・気候・空気）と生きる”
ことを再考し、次世代につなぐ多古町の風景「郊外
2.0」を提案します。

提案対象地は、古くからの町の中心であり、今後の
発展が期待される「多古台とその周辺」です。
風景や自然環境にとっては、マイナスとなりうる開発
のインパクトをプラスに変える提案を探求します。

サマースタジオとは

学生デザインワークショップ-サマースタジオは、公益社団法人 日本造園学会関東支部が主催する
教育プログラムです。2005年に始まり、今年で18回目を迎えます。これまで造園に限らず様々な大学
（26大学）から約450人の学生が参加しています。（2021年：学生30名、チューター13名）

対象地 千葉県多古町、多古台とその周辺

運営

チーム編成
5人程度／チーム、5～6グループ程度を編成予定。
様々な専攻分野の学生メンバーによる
チームワークを通じて、創造的な共創を目指す。

ランドスケープ計画・設計実務者を中心に、
学生の指導・助言を行う。
チューターは各グループに2人付く予定。
会期中に様々な専門家の方にも指導・助言を頂く。

チューター制度

水と土と空と生きる

スケジュール

※ 各作業は、各グループチューター指導の下、
 グループメンバーの予定を摺合せて行う
※ 新型コロナウィルス感染予防対策を万全に行い、ワーキングを行う

9/3（土） キックオフMTG 【会場：ZOOM】

8/12（金） 応募締切

9/4（日）-
9/9（金）

プレサーベイ期間
グループごとにワークショップに向けての準備作業

9/10（土）-
9/18（日）

グループに分かれ案をつくり、
最終日に成果発表・ゲストによる審査を行います

ワーキング期間
コアワーキング❶ 9/10（土）・11（日）
【会場：多古町】

コアワーキング❷ 9/17（土）・18（日）
9/17（土） 【会場：各チューター事務所＋zoom】
9/18（日） 【会場：多古町＋zoom】

12月末 成果まとめ本を最終とりまとめ冊子化して、
配布・HPアップ（有志チーム作業）

11-12月 日本造園学会関東支部大会にて発表

チューター応募方法は下記造園学会関東支部 HPをご覧下さい
https://www.kanto.jila-zouen.org/designws/designws-index.htm


